
　甲南大学を擁する学校法人甲南学園は、実業界や社会
奉仕事業、政界など多分野で活躍した平生釟三郎が
1919年に創設。国際都市・神戸を拠点に、8学部14
学科1学環と大学院4研究科を有する私立総合大学です。
建学の精神に掲げられた「人格の修養と健康の増進を重
んじ、個性を尊重して各人の天賦の特性を伸張させる人
物教育の率先」は、100年の歴史を経た今もなお、脈々
と受け継がれています。
　次の100年に向けた「KONAN U. VISION 2025」
のもと、人物教育の率先を目指して、「彩り教育」を展開
するなど、ミディアムサイズの総合大学の特色を生かし
たさまざまな改革を推進しています。

〝
ミ
デ
ィ
ア
ム
サ
イ
ズ
の
総
合
大
学
〞
と
い
う

特
性
を
生
か
し
た
伝
統
あ
る
「
人
物
教
育
」
が

学
生
の
可
能
性
を
無
限
に
広
げ
る
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グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
環

（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
が
始
動

　

甲
南
大
学
で
は
次
の
１
０
０
年
を
見
据

え
て
新
た
な
伝
統
を
創
造
す
る
た
め
、

２
０
２
１
年
度
に
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｕ
．

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
２
５
」
を
策
定
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、

２
０
２
４
年
４
月
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養

学
環
」
を
新
設
し
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

（Special Track for Accelerated 
Global Education

）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
リ
ア
を
志
す
学
生
を
対
象
と
す
る
特

別
な
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
複
数
言
語
圏
へ
の
「
ダ
ブ

ル
留
学
」
が
必
修
で
、
異
文
化
や
国
際
社

会
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
で
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
必

要
な
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
科
学
分
野
（
法
学
・
政
治

学
・
経
済
学
・
経
営
学
）
か
ら
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
ま
で
幅
広
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
整
備
。「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
演
習（
ゼ
ミ
）」

で
は
、
１
学
年
定
員
25
名
の
学
生
に
対
し

11
名
の
教
員
陣
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
な
り
チ
ー
ム
体
制
で
指
導
し
ま

す
。
ま
た
、「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
の
始
動
に
あ

た
っ
て
、
新
施
設
を
設
置
し
ま
し
た
。
１

つ
は
「Global Connecting Passage

」。

大
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
モ
ニ
タ
ー
を
用
い
て
、
世
界

中
の
人
々
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
、

臨
場
感
が
あ
る
授
業
を
展
開
し
ま
す
。
も

う
１
つ
は
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ

Ｅ
」。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
専
用
の
施
設
で
あ
り
、

学
生
た
ち
は
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
絆
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
多
彩
な
学
び
を
通
し

て
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
も

ロ
ー
カ
ル
に
も
活
躍
で
き
る
「
グ
ロ
ー
カ

ル
人
材
」
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

興
味
や
目
標
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
で

学
生
生
活
や
人
生
を
彩
り
豊
か
に

　
「
専
門
教
育
」「
全
学
共
通
教
育
」「
正
課

外
教
育
」
と
い
う
３
つ
の
要
素
が
密
接
に

連
携
し
な
が
ら
、
学
生
を
成
長
へ
と
導
く

甲
南
大
学
の
多
彩
な
教
育
「
彩
り
教
育
」。

学
部
の
専
門
的
な
学
び
の
中
に
も
、
学
部

を
超
え
た
学
び
の
中
に
も
、
学
生
の
無
限

の
可
能
性
を
引
き
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お
り
、
自
分
の
目
的

に
応
じ
て
選
択
で
き
ま
す
。

　

専
門
教
育
で
は
、
経
済
学
部
に
お
い
て
、

同
大
学
と
ア
メ
リ
カ
の
ユ
タ
州
に
あ
る

ウ
ィ
ー
バ
ー
州
立
大
学
の
両
方
の
学
位
が

取
得
で
き
る
「
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
実
施
。
そ
の
ほ
か
、
知
能
情

報
学
部
の
「
ス
ー
パ
ー
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
学

部
の
「
異
文
化
理
解
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」
な
ど
、
各
学
部
の
専
門
性
を
さ
ら
に

高
め
る
彩
り
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
学
共
通
教
育
で
は
、
全
学
共
通
教
育

セ
ン
タ
ー
が
学
部
を
問
わ
ず
履
修
で
き
る

○人物教育のフレームワーク
　甲南大学は、8学部・14学科・１学環を備え、学部生約9,000人と大学院生が学ぶ「ミディアムサイズの総合大学」
を謳っている。他の大規模な総合大学に比べてコンパクトであり、学生と教員との距離感が近いのが特長。「専門
教育」を柱に据え、「全学共通教育」、「正課外教育」を融合させる「人物教育のフレームワーク」を基盤として、
学生の可能性を無限大に伸ばすプログラム「彩り教育」を進めている。

３
学
科
で
す
。
そ
れ
を
２
０
２
６
年
４
月

に
、「
宇
宙
理
学
・
量
子
物
理
工
学
科（
※
）」

「
物
質
化
学
科（
※
）」「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
科（
※
）」「
生
物
学
科
」
の
、
４
学
科

体
制
へ
と
進
化
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
領
域
で
、
理
学
（
基
礎
）＋
工
学
（
応

用
）
の
学
び
を
通
じ
て
、
研
究
開
発
に
貢

献
で
き
る
人
物
の
育
成
を
強
化
し
ま
す
。

　

一
方
、
知
能
情
報
学
部
で
は
２
０
２
４

年
４
月
に
甲
南
大
学
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
研

究
所
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
研
究
所
は
サ

イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
融
合
で
あ
る
デ
ジ

タ
ル
ツ
イ
ン
社
会
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
技
術
を

用
い
、
教
育
へ
の
還
元
と
社
会
へ
の
貢
献

を
目
的
と
し
た
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
で
は
、

２
０
２
６
年
度
に
４
つ
の
サ
ブ
コ
ー
ス

（
医
療
、
創
薬
、
先
端
材
料
、
化
粧
品
・

食
品
）
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

神
戸
医
療
産
業
都
市
と
い
う
地
の
利
を
生

か
し
た
「
研
究
開
発
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
新
設
す
る
ほ
か
、「
先
端
生

命
工
学
研
究
所
」
と
の
連
携
強
化
も
図
り

ま
す
。
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の
教
育

研
究
を
一
層
強
化
し
、
甲
南
大
学
な
ら
で

は
の
充
実
し
た
学
び
を
提
供
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
環
境
面
で
の
進
化
の
核
と
な
る

の
が
、「
新
理
系
棟
」
で
す
。
２
０
２
７

年
に
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
西
北
校
地
に
竣
工

予
定
の
も
の
で
、
西
・
北
校
地
エ
リ
ア
が
、

学
部
生
・
大
学
院
生
・
教
職
員
が
集
い
、

憩
い
、
交
流
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
ゾ
ー
ン
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

（
※
設
置
構
想
中
。
設
置
計
画
は
予
定
で

あ
り
、
内
容
が
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。）

入
試
改
革
で
一
般
選
抜
、

公
募
制
推
薦
入
試
が
受
験
し
や
す
く

　

甲
南
大
学
で
は
「
こ
の
大
学
で
学
び
た

い
」
と
い
う
意
欲
に
応
え
る
た
め
、
受
験

の
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
す
る
入
試
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
入
試
か
ら

は
一
般
選
抜
入
試
及
び
公
募
制
推
薦
入
試

が
さ
ら
に
受
験
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

一
般
選
抜
入
試
で
は
、
前
期
の
試
験
日

程
が
変
わ
り
、
他
大
学
と
の
重
複
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
大

学
の
前
期
日
程
の
合
格
発
表
後
に
、
同
大

学
の
中
期
日
程
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
可
能
で

す
。
そ
し
て
外
国
語
の
出
題
形
式
も
変
更
。

全
学
部
共
通
マ
ー
ク
方
式
に
な
り
、
対
策

が
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

公
募
制
推
薦
入
試
で
は
、
理
工
学
部
物

理
学
科
・
機
能
分
子
化
学
科
、
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
に
お
い
て
「
探

究
活
動
評
価
型
」
を
設
置
。
試
験
科
目
は

書
類
と
面
接
で
、
高
校
で
の
探
究
活
動
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
修
得
し
た
力
を
評
価

し
ま
す
。
研
究
者
や
技
術
者
に
な
り
た
い

女
子
生
徒
を
応
援
す
る
受
験
方
式
「
女
子

特
別
推
薦
型
」
も
ス
タ
ー
ト
。
対
象
は
理

工
学
部
物
理
学
科
、
知
能
情
報
学
部
で
す
。

ま
た
、
２
教
科
で
受
験
で
き
る
「
教
科
科

目
型
」
で
は
募
集
人
員
を
増
や
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
募
制
推
薦
入
試
「
教
科
科

目
型
」
お
よ
び
一
般
選
抜
入
試
で
は
外
部

英
語
試
験
活
用
方
式
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

試
験
教
科
の
う
ち
「
外
国
語
（
英
語
）」

に
つ
い
て
、
外
部
英
語
試
験
の
ス
コ
ア
を

み
な
し
得
点
に
換
算
し
て
合
否
判
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

甲南大学　

進化型理系構想
現在 理工学部

物理
学科

生物
学科

機能分子
化学科

2026年度以降
（設置構想中） 理工学部

宇宙理学・
量子物理
工学科

環境・
エネルギー
工学科

生物
学科

物質
化学科

地域連携
教育

AI・データ
サイエンス
教育

融合型
グローバル
教育

全学共通教育

スポーツ
健康教育

語学、スポーツ・健康科学、教
養や国際理解、社会接続を広
く学び、知的基礎力を身につ
け、専門教育で習得した知識
を社会で活用するための能力
を涵養します。

正課外教育
クラブ・サークル活動、ボラン
ティア活動、国際交流、就職活
動等、学内・学外のあらゆる活
動・経験が大学の学びとつな
がります。多様な経験が幅広
い人間性を養います。

専門教育
各学問分野のプロフェッショ
ナルとしての深い専門知識と
思考力を身につけます。

クラブ
サークル

ボランティア

国際交流

サーティ
フィケイト

副
専
攻
制
度
や
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
科
目
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

校
と
大
学
の
学
び
の
接
続
を
重
視
し
た
導

入
共
通
科
目
の
１
つ
「
共
通
基
礎
演
習
」

は
、
異
な
る
学
部
の
学
生
が
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
で
行
う
演
習
形
式
の
授
業
で
す
。

１
年
次
に
異
な
る
考
え
方
の
学
生
が
協
働

し
て
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
豊
か
な
学
生
生

活
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
公
認
心
理
師
養
成
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
公
認
心
理
師
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」、

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
短
期
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
な

ど
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

正
課
外
教
育
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
６
つ
の
分
野
に
お
け
る
学
生
の
活
動

を
大
学
が
評
価
・
認
定
し
、
成
績
だ
け
で

は
評
価
で
き
な
い
一
人
ひ
と
り
の
個
性
の

伸
長
を
応
援
す
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
サ
ー

テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

進
化
型
理
系
構
想
で
社
会
に
貢
献
す
る

理
系
人
材
を
育
成

　

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
で
、
社
会

課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
人
材
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
甲
南
大
学
で
は
、
理
系
学
部
全
体
を
進

化
さ
せ
る
取
り
組
み
「
進
化
型
理
系
構

想
」
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
次

世
代
の
科
学
技
術
を
牽
引
し
、
社
会
課
題

の
解
決
に
貢
献
す
る
理
系
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、
理
工
学
部
の

進
化
で
す
。
現
在
、
同
学
部
は
「
物
理
学

科
」「
生
物
学
科
」「
機
能
分
子
化
学
科
」
の

新理系棟（新15号館）

新施設での学びの様子

147 卓越する大学 甲南大学 146
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